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【校章の由来】 

本校が多摩丘陵の一角にあるので，多摩丘陵特産の植物「タマノカンアオイ」を図案化した。葉は

常緑性で，半ば地中に埋れ地味であることから質実剛健を表わす。外側の三葉は，地域・父母・職員

で，学校を支え，花（蕚）の三先端は，教育目標を示し，中を囲み中央部の深紅は若さに燃えた生徒

を表している。 
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学校教育目標 

「未来に生き 未来を創造し 未来に活躍する人を育成する」 

○ 豊かな思考力をもち 正しい判断のできる人 

○ 自主性に富み 責任感あふれる人 

○ 心身ともに健康で 調和のとれる人 

                        昭和五十三年六月三十日制定  

私たちの約束 

中学校での生活を送るにあたり，ここにあげるいくつかの確認事項は，中学校生活を安心・安全でお互いが

気持ち良く過ごすことができ，学習やそれぞれの活動に集中することを助けるものです。また、変化の多いこ

れからの社会において「自分たちで考えて、その場や状況に応じた適切な判断をすること」が大切になってき

ます。その内容と理由をよく理解して，毎日の生活で実行していきましょう。 

 

１．登下校について 

（１）お互いに気持ちよく挨拶を交わして、気持ちの良い一日をスタートしましょう。 

（２）８：２５までに教室で着席し、８：３０に朝の学級活動が始められるようにしましょう。 

（８：３０に教室で着席をしていない場合は、遅刻と判断されます。） 

（３）標準服、運動靴（体育の授業に支障のないもの）で登下校しましょう。標準服が濡れてしまうような雨

天の場合は、標準服をかばんに入れて、ジャージで登下校してもかまいません。 

（４）自転車での通学はできません。 

（５）下校時は、集団で道に広がらないようにしましょう。 

（６）買い食い、寄り道をせずに、交通安全に気をつけて帰宅しましょう。 

（７）最終下校時刻は次の通りです。この時間以降の活動は原則として認められません。 

４・８・９月       １８:００ 

５・６・７月       １８:１５ 

10・２・３月       １７:３０（10月は文化祭まで） 

        10・11・１月       １７:００（10月は文化祭翌日から） 

        12月           １６:４５ 

 

 

２．欠席・遅刻・早退等の連絡について 

（１）欠席・遅刻・早退をする場合は、８：００までに「ミマモルメ欠席・遅刻連絡」で保護者からメールを

送ってもらうようにします。電話の場合は、８：００～８：１５に保護者の方から電話をしてもらいま

す。（８：１５より職員打ち合わせの時間となるため、電話対応ができません。） 

（２）実技教科等の見学は保護者にミマモルメでメールをしてもらいます。 

（３）遅刻をしたときは職員室の学年担当の先生に報告してから、教室に行くようにします。 

（４）早退をしたときは、無事に帰宅したことを学校に電話連絡をします。 

 

 

３．学校生活について 

（１）チャイムが鳴る前に着席して、授業の先生を待つようにしましょう。 

（２）授業の開始時には黙想をします。落ち着いた雰囲気をつくるようにしましょう。 

（３）授業に集中して取り組みます。理解できないことがあったら、積極的に質問しましょう。 

（４）体調が悪い時は担任の先生・教科の先生・養護の先生に申し出ます。授業に参加できない時は無理 



をせず、早退しましょう。保健室の利用は１時間が目安です。 

（５）定期テスト５日前から部活動は活動停止になります。計画的に学習を進めましょう。 

（６）学級ごとに決められた係の仕事を、責任をもって行います。 

（７）教科係は、その教科の授業終了時に担当の先生に連絡事項を聞き、学級に伝えます。 

（８）自分の机の中やロッカーの中は、整理して使用します。自宅学習に必要なものを自分で判断して、持ち

帰りましょう。 

（９）学校生活に必要のない不要物、高価な物品や貴重品、スマートフォン、現金は学校に持ってこられませ 

ん。止むを得ず持参した場合は、朝のうちに担任の先生に預けましょう。 

（10）自分の所属する学級以外の教室には入室できません。 

（11）換気を行い、安全・安心な学習環境を整えましょう。 

（12）いつも丁寧で礼儀正しい言葉遣い、態度を心がけましょう。 

（13）困ったことがあったら、遠慮なく先生方に相談しましょう。 

 

 

４．休み時間について 

（１）休み時間中に、次の授業の準備をします。教室の移動や体育の着替えなどは速やかに行いましょう。 

（２）Chromebookを使用するときは、音を出さないなど、まわりに迷惑をかけないようにします。速やかに授業

に気持ちを切り替えられるようにしましょう。 

（３）教室移動の時は蛍光灯のスイッチを切り、戸締りをして移動します。 

（４）教室や廊下は公共の場所です。走ったり、床に座り込んだり、大声を出したりしないようにします。 

（５）次の授業のために、クラスでの係を中心に黒板をきれいに拭いておきましょう。 

 

 

５．昼食について 

（１）昼食の始まりと終わりには、「いただきます」「ごちそうさま」の挨拶をします。 

（２）給食は自分の座席でとります。開始と終了の時間を守り、途中で立ち歩いたり、教室を出たりしないよ

うにしましょう。 

（３）自分用のはしとランチョンマットを自宅から持ってきます。毎日きれいにしておきましょう。 

（４）給食当番は必ずエプロン・帽子・マスク着用です。マスクは自分で用意し、エプロンと帽子は学校のも

のを使います。エプロンと帽子は週末に持ち帰り、洗濯・アイロンがけをします。 

（５）給食当番が運んできた食缶は、担任の先生に開けてもらいます。 

 

 

６．昼休みについて 

（１）昼休みは校庭や図書館を開放しています。積極的に利用しましょう。 

（２）校庭ではボールの貸し出しをしています。個人のボールなどの私物は使用できません。 

（３）図書室では、まわりに迷惑をかけないように、静かに過ごしましょう。 

 

 

７．清掃について 

（１）清掃時の服装は標準服またはジャージ・体操着です。必要に応じて判断しましょう。 

（２）雨の日の外清掃は、担当の先生の指示に従い、他の清掃分担場所を手伝いましょう。 

（３）清掃終了時には、戸締まりや消灯を確認しましょう。 

（４）回収したゴミは分別を確認して、ゴミ置き場（テニスコート側の門の付近）に出します。 

 

 



８．帰りの学級活動について 

（１）Chromebook を保管庫にしまい、帰りの学活で一日の振り返りをします。明日の連絡は必要に応じて自

分でメモをとりましょう。 

（２）最後に教室を出る場合は戸締まりや蛍光灯・エアコンのスイッチを切ります。明日の授業が気持ちよく

できるように教室環境を整えましょう。 

 

 

９．放課後について 

（１）放課後に用事がない場合は、速やかに下校します。 

（２）活動終了後は、後片付けをきちんとして、最終下校時刻には校門を出るようにします。 

（３）下校後に学校に用事ができた場合は、学校に電話で相談をしてから、標準服を着用して学校に行きます。 

 

 

１０．服装・持ち物について 

（１）自分の持ち物には記名をします。他の人のものと混乱しないようにしましょう。 

（２）スマートフォンなど、学校生活に必要のないものは、持ってこないようにしましょう。 

（３）水筒の中身は水、お茶、スポーツドリンクです。 

（３）学校生活では、基本的に標準服を着用します。気温や天候など状況に応じて、体操着やジャージを着用

してもかまいません。始業式や終業式などの式典では標準服を着用します。 

（４）標準服やジャージは有馬中学校の生徒としての品格を損なうことのないように、正しい着用を心掛けま

しょう。  

・冬服は無地長袖ワイシャツ、ネクタイ、標準服です。 

・夏服は無地半袖ワイシャツまたは黒色か紺色の無地ポロシャツ、標準服です。 

・調整期間は、夏服か冬服か区別できる服装にします（上着にノーネクタイは望ましくありません）。 

・冬服はワイシャツが半袖であっても、ネクタイ着用であればかまいません。ネクタイをしない、ネク

タイがだらしなく下がっている、上着のボタンを開けている等の格好は望ましくありません。 

・防寒用のセーター、ベスト、マフラー、コート、手袋は標準服に合っているものとしています。室内

ではコートやマフラー、手袋は外します。教室内では室温によって、上着を脱いだりセーターやベス

トを脱いだりして調節します。登下校時に上着を着ずにセーターのみで歩くのは望ましくありません。 

（５）頭髪は清潔感を保ち、学校生活に支障がない髪型を心がけましょう。必要に応じてゴムで結んだりしま

しょう。 

（６）靴や靴下は標準服に合った、運動ができるものを着用しましょう。 

（７）上履きは学校指定のものを使用します。かかとを踏んだりせずに大切に使いましょう。上履きを忘れた

場合は先生に相談をしてください。 

（８）カバンには取り違え防止のために、キーホルダー等（大きさはおおよそ身分証明書と同じくらい）を１

つ付けても構いません。 

 


